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左記の通りでOK
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尚材料は丹澤さんからの支給品とする（納期2週間程度）

以上

ｼｭｰｽﾞｸﾛｰｾﾞｯﾄは奥行を広くするため坊主面とし壁仕上より≒30mm程度

とする（A-20図）

床張方向について説明

黒か茶で検討

DK部の掲示（マグネット）について丹澤さんから要望

掲示用薄鉄板（マグロス　W329×H800）で対応する

黒とする

フローリングについては、各室東西方向が目地方向にすることを説明

軒樋色について説明

左記の通りでOK

説明内容

洗面室引込戸について、既製引込戸と引戸加工について説明。

既製引込戸は手掛けｽﾍﾟｰｽが困難。しかし小さいものが戸袋内に入らない

引戸を加工し手掛けｽﾍﾟｰｽをつくる場合、扉取り外しに備え洗面側の小壁を

鍵はトイレのみ

左記の通りでOK

吊引戸は左記でOK

引戸加工とする

洗面側小壁の位置は

墨の通りでOK

左記の通りでOK

左記の通りでOK

丹澤様回答

議題

出席者

建具鍵及び明り小窓について打ち合わせ

鍵の設置場所について確認

明り小窓扉は1・2階トイレ、廊下～洗面引戸、洗面～脱衣引戸の4ヶ所

ニッチの甲板（下板）について説明

玄関ホールは目立たないよう加工しているため奥行が狭い（A-20図）

大きくずらす必要がある。この場合小さなものが戸袋内に入る可能性がある

建具の床見切りについて説明

すべての建具に床見切りをつけることを確認

吊引戸についてはガイドピンがあるため、扉下ではなく開口部分の扉側に

つけることを説明

現場にて下記の内容を説明し決定していただいた

丹澤邸新築工事　打合せ議事録          

2019年9月28日(土)9：00～10：30 現場

現場打合せ（内部建具納まり等打ち合わせ）

丹澤様　Yas建築工房　飯沼

1/1 飯沼建築設計事務所


